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学会等における活動
"本小児科学会代議貝伊ト"レ平成18年~平成22年)
日木小児血液学会評議員(理事:乎成18仟~平成22午)
日本小児保健学会代議員伊到f:平成22年4打~)
日木小児がん学会評議員
Π本血液学会計議員
日本造血細胞移植学会評議員
Π木小児白血病・りンパ肺W「究グループ(」PLSG)述営委員(平成16年~平成22年)
日本小児白血病・りンパ踵研究グループ(JPLSG)研究審査委員会委員長(平成16年~平成
22年)
n木小児白血病・りンパ嘘研究グループ qpLSG)倫理審査委貝会委員長(平成20年4月~
平成22年3ナD
東北大学学友会サッカー部部長(平成17年~平成23年)
東北火学氏学部艮陵サッカー部部長(平成1プ中~平成23年)
医.=ホ草 t (東北大学)
社会における活動
骨舳移植挑進財団東北地区運営委員会委員(現在の正式名称柬北地区代表協力医師)(乎成4
年~平成23午)
"定非営利活動法人宮城さい粥・血バンク理4萌惇打務局長(平成12午から平成23年)
宮城県燭産期・小児医捺協議会会長(平成17年2打~平成21年)
宮城県立拓桃医療療育センターあり力懇話会座長(平成22年~平成23年)
宮城県献血推進協議会会長(平成]9年~平成23年)
宮城県合同輪血療法委員会委員長(平成21年~平成23午)
財団法人仙台市救急医療水業団理*(平成17年~平成23午)
'宮城県医師会代議員(平成18年~平成23午)
宮城さい吊血バンクチャリティー「親と子のふれあいコンサート」尖行委員(平成】3年~牙舒動
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菊 田 芳 克 , 加 藤 彰 子 , 湧 坂 俊 明 , 新 倉 七 , 宰 岸 直 子 , 樂 庠 正 好 , 士 屋 滋
偽 高 K 値 症 , 低 血 糖 な ど を 呈 し 多 臓 器 不 全 に て 死 亡 し た 廿 a n s i e n t a b n o r m a l
m y e l o p o i e s i s ( T A M ) の  1 例 . 小 児 科 診 療  5 3 : 1 1 2 - H 9 , 1 9 9 0
士 屋 滋 : 支 持 綿 1 胞 上 で 樹 立 さ れ た ヒ ト 白 血 病 細 胞 株 ( M - M O K ) の 増 殖 機
構 . 病 態 生 理  1 2 : 8 0 8 - 8 四 , 1 9 船
1 6
1 7
菊 池 宏 明 , 藤 井 弘 美 , 室 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 : モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 を
用 い た 蛍 光 偏 光 免 疫 測 定 法 に よ る 小 児 " 棚 移 植 患 老 の 全 血 中 シ ク ロ ス ポ リ ン 濃
度 測 定 . 日 本 小 児 血 液 学 会 雑 誌  7 : 4 7 - 5 1 , 1 9 船
柳 沢 隆 昭 , 森 田 成 , 大 橋 芳 之 , 窒 岸 正 好 , 藤 江 弘 美 , 板 野 正 敬 , 士 屋 滋 ,
今 野 多 助 : D I C に 対 し 低 分 子 へ パ リ ソ 投 ぢ ・ が 右 効 で あ っ た 小 児 急 性 骨 散 性 白
Ⅱ Ⅱ 1 丙 の  1 例 . 血 液 ・ 腫 揚 科  3 1 : 3 4 7 - 3 5 0 , 1 9 9 5
1 8
1 9
岡 本 真 一 郎 , 原 田 突 根 , 力 Ⅲ 妖 俊 一 , 森 島 泰 雄 , 今 村 雅 寛 , 上 屋 滋 , 山 田 良 嗣 ,
幸 道 秀 樹 , 星 順 隆 , 十 田 昌 宏 , 森 山 美 昭 , 堀 部 敬 三 , 塩 原 信 太 郎 , 柴 田 宏 俊 ,
秋 山 祐 ・ ・ , 金 丸 昭 久 , 士 肥 博 雄 , 権 j 佳 久 司 , 岡 村 純 , 浅 野 茂 隆 , 小 寺 良 尚
非 血 縁 者 闇 骨 散 移 稙 の 現 状 と 成 織 . 臨 床 血 液  3 6 : 5 2 4 - 5 2 9 , 1 9 9 5
菊 田 芳 克 , 坂 本 修 , 崟 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 : 寛 解 導 入 早 期 の 血 液 透
析 が 有 効 で あ っ た 腹 部 B U T l d t t  り ン ノ 勺 匝 の  1 例 . 小 児 科 診 療  5 8 : 3 1 7 - 3 2 1 ,
1 9 9 5
2 0
2 1
佐 藤 多 智 雄 , 吉 岡 清 郎 , 小 壁 M 多 ・ ・ ・ , 久 保 田 和 男 , 福 田 寛 , 崇 岸 正 好 , 大 橋 芳
之 , 久 問 木 悟 , 笹 原 洋 二 , 士 屋 滋 : 当 院 に お け る  1 2 3 1 - M I B G  に よ る 小 児
の 神 経 芽 細 胞 腫 シ ン チ グ ラ フ ィ 実 施 法 . 小 児 放 身 蜂 泉 技 術  2 4 : 6 7 ー フ 4 , 1 9 9 9
2 2
柿 坂 庸 介 , 坂 本 修 , 小 島 加 奈 子 , 柏 松 貢 , 松 田 直 , 大 浦 敏 博 , 士 屋 滋 ,
林
- 2 0 田 , 2 0 0 6
2 3
腸 回 転 異 常 を 伴 っ た  C o s t e Ⅱ 0 症 候 群 の  H 列 . 小 児 科 臨 床  5 9 : 2 0 5 7
' 」 ー
r - ,
ι 口
森 川 志 穂 , 笹 原 洋 二 , 吉 成 み や こ , 柿 坂 庸 介 , 小 沼 正 栄 , 坂 本 修 , 飯 沼 ・ 一 宇 ,
田 中 靖 久 , 星 川 健 , 国 分 正 一 ・ ・ , 中 村 淵 , 林 富 , 久 闇 木 悟 , 上 屋 滋
J J - ,
r 口 ,
四 肢 麻 抑 と 呼 吸 困 難 を 呈 し た 胸 部 交 感 神 経 原 発 乳 児 神 経 芽 腫 の 2 例 . 小 児 が ん
4 3 : 2 1 0 - 2 1 5 , 2 0 0 6
2 4
坂 本 修 , 大 浦 敏 博 , 士 昼 滋 : 成 人 川 H こ 達 し た ホ モ シ ス チ ン 尿 症 ( シ ス タ チ
オ ニ ン ー β 合 成 酵 素 欠 損 症 ) の  5 例 . 特 殊 ミ ル ク 情 報  4 2 : 1 0 - 1 4 , 2 0 0 6
木 村 宏 , 河 敬 世 , 大 石 勉 , 前 田 昭 彦 , 岡 村 隆 行 , 大 賀 正 一 , 金 兼 弘 和 ,
森 雅 亮 , 森 木 哲 , 森 尾 友 宏 , 今 井 章 介 , 岡 野 素 彦 , 谷 内 1 [ 昭 宏 , 士 屋 滋 ,
脇 口 宏 : 慢 性 活 動 性 E B V 感 染 症 の 長 期 予 後 に っ い て . 日 本 小 児 科 学 会 雑 誌
1 5 7 8 - 1 5 8 0 , 2 0 0 6
2 5
26 坂本修,菅原典子,植松貢,大浦敏博,士屋滋,長谷川有紀,小林弘典,
山口清次:タンデムマスを用いた新生児マス・スクリーニングで発見された
3ーメチルクロトニルCOAカルポキシラーゼ(メチルクロトニルグリシソ尿
症)の一例.特殊ミルク佶報 43:27-29,20俳
三浦雄・一郎,松田直,今井香織,埴田卓.志オ撲邉達也,大野忠行,士屋滋
カルペりチド投与により急十封明の循環不全より回復し得た完令房室ブロックを
合併した心内膜床欠損.周産期医学 38:375-378,2008
小沼正栄,久闇木悟,吉成みやこ,佐藤篤,照井君典,神尾卓哉,平1_11雅士,
簡野美弥子,川上.貴子,望月・一弘,伊藤正樹,渡辺新,遠藤幹也,三井哲夫,
今泉益栄,菊田敦,伊藤悦朗,士屋滋:血液・腫揚性疾患、患児における抗
真菌薬ミカファンギソの有効性に関する検討.日本小児血液学会洲館志22:226
-232,2008
佐藤智行,中村潤,風瑞1理郎,久閻木悟,今泉益栄,佐野秀樹,北條洋,
士屋滋,林富:宮城県における神経芽唖18力月マススクリーニングの有
効性と問題点についての検討.小児がん 45:150-157,2008
熊谷直憲,菅原典子,西野美奈子,西尾利之,森本哲司,根東義明,土屋滋
家族性 Denys-Drash 症候群に発症し Angiotensin n Receptor Blocker が奏効
している巣状糸球体硬化症の 1女児例.日本小児腎臓病学会雑誌 21:65-69,
2008
石井加奈子,斎藤明子,菅野潤子,藤原幾磨,士屋滋:高胆汁酸血症・一過
性高アンモニア血症を呈した先天性複合型下垂体機能低下症の一例.ホルモン
と臨床 56(増刊):15-20,2008
菅虫H閏子,豊田将夫,斉藤明子,熊谷直憲,森本哲司,藤原幾磨,伊藤健,
士屋滋:βーアドレナリン受容体遺伝子多型を有し,ケトアシドーシスで糖
尿病を発症したダウン症の 1例.小児内科朝:1850-1853,2008
柿坂庸介,中里信和,菅野彰剛,士屋滋:竃流力向が後ろ向きの口ーランド
てんかんの臨床像.日本生体磁気学会誌 21:106-]07,2008
菅野湘子,藤原幾磨,吉成みやこ,豊田将夫,斉藤明子,新妻秀剛,小沼正栄,
星能元,力石健,藤井邦裕,笹原洋二,佐藤篤,小川英伸,室岸正好,
今泉益栄,久問木悟,林富,士屋滋:宮城県における造血幹細胞移植後
患者の内分泌学的晩期合併症の検討.日本小児血液学会雑肱 23:107-H5,
2009
菅原典子,森本哲司,熊谷直憲,村田弥栄子,菅原由美,加藤潔,佐藤寿伸,
根東義明,士屋滋:血液透析を導入した粘神発達遅滞を伴う慢性腎不全の3
症例.日木小児腎臓病学会雑誌 22:1-5,2009
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田 渕 健 , 気 賀 沢 対 人 , 吉 見 礼 美 , 熟 田 由 子 , 足 立 壮 ・ ・ ' , 磯 山 恵 一 , 井 上 雅 美 ,
加 藤 剛 二 , 河 野 嘉 文 , 菊 地 陽 , 小 林 良 二 , 士 屋 滋 , 堀 越 泰 雄 , 欠 部 普 正 ,
波 辺 新 , 加 藤 俊 ・ ー : 日 本 小 児 血 液 学 会 造 血 幹 細 胞 移 植 委 員 会 : 小 児 翔 造 血 幹
細 胞 移 植 全 国 集 計  a 9 8 3 ~ 2 0 0 5 ) 細 胞 源 ド ナ ー 別 移 植 成 績 . 日 本 小 児 血 液 学 会
雑 誌  2 3 : 1 4 2 - 1 5 4 , 2 0 四
松 本 幸 子 , 荒 井 那 津 子 , 鈴 木 景 子 , 一 戸 明 子 , 大 橋 芳 之 , 貴 田 岡 節 子 , 田 澤 雄
作 , 坂 木 修 , 大 浦 敏 愽 , 士 屋 滋 : 力 例 甫 を 反 復 し 新 規 の 遺 伝 子 変 異 を 認 め た
カ ル ニ チ ン パ ル ミ ト イ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ Ⅱ 欠 損 症 の H 列 . 日 木 小 児 科 学 会
雑 誌 Ⅱ 3 : 1 4 0 9 - 1 4 1 2 , 2 0 仭
横 山 浩 之 , 廣 瀬 三 恵 子 , 奈 良 千 恵 子 , 涌 澤 圭 介 , 久 保 田 山 紀 , 萩 野 谷 和 裕 , 士
屋 滋 , 飯 沼 一 宇 : 知 的 障 害 を 伴 う 自 閉 症 児 ( 者 ) の 抑 う つ 症 状 と し て の 「 指
示 待 ち 」 と 治 療 的 介 入 . 脳 と 発 達  4 1 : 4 3 ] - 4 3 5 , 2 0 0 9
壱 迎 験 閏 子 , 藤 原 幾 磨 , 堀 野 智 史 , 渡 辺 祐 子 , 水 城 弓 絵 , 渡 辺 雇 平 , 新 妻 秀 剛 ,
斉 藤 明 子 , 小 沼 正 栄 , 星 能 元 , 力 石 健 , 藤 井 邦 裕 , 笹 原 洋 二 一 佐 藤 篤 ,
今 泉 益 栄 , 士 屋 滋 : 4 度 の 造 血 幹 細 胞 移 植 を 施 行 し た 重 症 再 生 不 良 性 貧 血 の
1 例 に お け る 内 分 泌 学 的 合 併 症 . 日 木 小 児 血 液 学 会 雑 誌  2 4 : 4 7 - 5 2 , 2 0 1 0
荒 井 那 津 子 , 舶 松 貢 , 阿 部 裕 , 福 與 な お み , 涌 澤 圭 介 , 菊 池 敦 生 , 坂 本
修 , 大 浦 敏 博 , 士 屋 滋 : 補 充 酢 素 の 増 量 に よ り 肺 病 変 が 著 明 に 改 善 し 九
G a u c h e r 病 Ⅱ 型 の  1  例 . 1 悩 と 発 逹  4 2 : 4 5 一 四 , 2 0 1 0
横 山 浩 之 , 廣 瀬 三 恵 子 , 奈 良 千 恵 子 , 涌 澤 圭 介 , 久 保 田 由 紀 , 萩 野 谷 利 裕 , 士
屋 滋 , 飯 沼 一 宇 : 指 示 を 待 つ こ と が 抑 う つ の 初 期 症 状 で あ っ た 双 極 1 型 障 害
を 示 し た 自 閉 症 の  1  例 .  j 悩 と 発 達  4 2 . 郭 一 5 7 , 2 0 1 0
柿 坂 庸 介 , 三 浦 雄 ・ 一 郎 , 佐 藤 智 樹 , 松 木 茂 伸 , 中 山 信 吾 , 佐 藤 都 留 鮒 , 田 名 部
神 田 進 , 洋 辿 哉 , 橋 本 剛 , 商 橋 琢 也 , ; 旨 富
宗 之 , 工 藤 正 文 , 鈴 木
」 , 1 1
』 王 丑 . ,
正 己 , 士 屋 滋 : 心 臓 合 併 症 に よ り 根 治 術 が 困 難 で あ っ た 広 範 囲 腸 管 無 神 経 節
症 に イ 半 う  b a c t e t i a l  o v e r 即 ' o w t h  s y n d r o m e  に 文 j  し  S y n b i o t i c S  療 法 が 有 列 J で あ っ
た  1 例 . 小 児 科 臨 床  6 3 : 8 1 - 8 6 , 2 0 1 0
斉 藤 明 子 , 豊 田 将 夫 , 水 城 弓 絵 , 石 井 加 奈 子 , 菅 野 潤 子 , 藤 原 幾 磨 , 小 川 英 伸 ,
士 屋 滋 ソ ト 児 期 発 症 脳 腫 揚 患 者 3 8 症 例 に お け る 下 垂 休 機 能 及 び 長 期 予 後 の 検
討 . 日 本 小 児 科 学 会 雑 誌  1 0 4 : 3 7 - 4 2 , 2 0 1 0
豊 田 将 夫 , 斉 藤 明 子 , 福 與 な お み , 富 樫 紀 子 , 壱 運 f 湘 子 , 藤 原 幾 磨 , _ 上 屋 滋
複 合 的 要 因 に よ り ビ タ ミ ソ D 欠 乏 性 く る 病 を 発 症 し た 重 症 心 身 障 害 児 の H 列
小 児 科 臨 床  6 3 1 0 3 9 - 1 0 U , 2 0 1 0
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3 8
3 9
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士屋滋,多田啓也:アデノシン・デアミネース欠損症.小児科 19:1387ー
1394,1978
士屋滋:原発性免疫不全症.検査と技術 10:208-214,1982
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塁 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 佐 藤 徹 雄 , 山 Π 佳 子 , 樂 岸 直 子 , 今 野 多 助 : 同 種 骨 髄 移 植 を
施 行 し た 重 症 複 合 免 疫 不 全 症 の 1 例
第 1 2 回 日 本 骨 朧 移 植 研 究 会 , 束 京 , 1 9 即 . 1 2
崟 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 崟 岸 直 子 , 今 野 多 助 : 同 種 骨 徹 移 舶 後 慢 性 移 植 片 対 宿 主 反 応
病 ( G V H D ) 症 例 の 予 後
第 9 3 回 日 本 小 児 1 平 学 会 学 術 集 会 , 東 京 , 1 9 9 0 . 5
崇 岸 直 子 , 士 屋 滋 , 宰 岸 正 好 , 今 野 多 助 , 中 川 洋 , 菊 田 芳 克 : C D 7 ( 十 )
C D 3 4 ( 十 ) B L A S T  の  i n t e r l e u k i n  3  に よ る 増 殖 と 分 化
第 5 2 回 日 木 血 液 学 会 , 東 京 ,  1 9 9 0 . 4
前 駆 T 細 胞 株
尚 文 , 神 山 隆 道 , 浜 田
t u m o r  の  1  例
樂 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 樂 岸 直 子 , 今 野 多 助 , 安 保 徹 , 稲 葉 俊 哉 : 毛 細 血 管 拡 張 性
失 調 症 に 合 併 し た T 白 血 病 細 胞 の 性 状
第 5 2 回 日 本 血 液 学 会 , 東 京 , 1 9 9 0 . 4
大 橋 芳 之 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 : 白 血 球 接 着 不 全 ( L e u - C A M 欠 損 ) 症 患 者 に お
け る L F A - 1 陽 性 り ン パ 球 の 解 析
第 2 0 回 日 本 免 疫 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 9 0 . 1 1
山 口 佳 子 , 佐 藤 徹 雄 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助
H i s t i o c y t o s i s  X  の  1  例
第 3 2 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 弘 前 , 1 9 9 0 . 9
多 彩 な 臨 床 像 を 呈 し 診 断 に 苦 應 し た
矢尾板誠一,大井龍司,林富,中村潤,今野多助,上屋
した小児固形腫揚の長期生行¥列における闇題点
第6 回Π本小児がん研究会,東京,1990.Ⅱ
林富,大井能司,今野多助,千葉庸夫,松本勇太郎,
中村潤,士屋滋:家族性神経芽腫の2乳幼児例
第6 回U本小児がん研究会,東京,1990.Ⅱ
宰岸正好,士屋滋,崇岸直子,山口佳子,佐藤徹雄,大橋芳之,藤江弘美,今野
多助:当科における骨舳移植の治療成紙
第42回北日本小児科学会,秋田,1990.9
大橋芳之,士屋滋,今野多助:白血球接着不全(LEU-CAM欠損)症患者白血
球中に存在するLFA-1陽性りンパ球の解析
第94回H本小児科学会学術集会,京都,1991.5
岑岸正好,士屋滋,樂岸直子,今野多助,林泰秀,安保徹:CD4-, CD8-,
TCRαβ一T白血病細胞株の樹立とその性状
第53回日本血液学会,東京,1991.4
藤江弘美,森田成,板野正敬,大橋芳之,崇岸直子,崇岸正好,佐藤徹雄,山口
佳子,士屋滋,今野多助,太田正孝: AB0型minor mismatch骨'慥移植 1週後
に発症したドナー由来の抗血液型抗体による溶血性貧血の1例
第33回日本小児血液学会,京都,1991.9
滋:当教室にて加療
rYI
日
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大橋芳之,樂岸正好,士屋滋,今野多助:抗LFA-1クローン抗体投与による急
性GVHDの治療の試み
第13回日本骨徹移植研究会,名古屋,1991.1
尚文,矢尾板誠一,
板野正敬,森田成,藤江弘美,大橋芳之,崇岸直子,宰岸正好,山口佳子,佐膝
徹雄,士屋滋,今野多助,林富,大井龍司,白石廣行:宮城県における神経
芽腫マススクリーニソグの現状
第7 回日本小児がん学会,横浜,1991.12
藤江弘美,士屋滋,窒岸正好,森田成,大橋芳之,板野正敬,宰岸直子,佐藤
徹雄,山口佳子,今野多助:頭蓋咽頭腫治療後低身長に刈し成長ホルモン投与中慢
性骨燧性白血病を発症し骨舳移植が施行されたH列
第14回日本骨航移植研究会,札幌,1991.12
宅岸直子,山口佳子,佐藤徹雄,崇岸正好,大橋芳之,士屋滋,今野多助:好小
球減少'を伴った Common variableimmunodeficiency の・ーイ列
第43回北日木小児科学会,新潟,1991.9
大橋芳之,士屋滋,今野多助:白血球接着不全症の分子レベルでの解析
第95回日本小児科学会学術集会,松山,1992.5
3 2
宗 1 二 直 子 , 崟 岸 正 好 , 板 野 ' ? 孜 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 林 泰 秀 : A c u t e u n d a s s i ・
f i e d l e u k e m i a 態 、 児 よ り 樹 立 さ れ た  G M - C S F , 丘 一 3 依 存 性 細 胞 株 2 株 の 性 状
第 5 4 回 日 木 血 液 学 会 , 東 京 , 1 9 兜 . 4
樂 悍 正 好 , 十 屋 滋 , 藤 江 弘 美 , 崟 岸 適 子 , 佐 藤 徹 雄 , 今 野 多 助
の 5 例
第 8  回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 東 京 ,  1 9 兜 ' Ⅱ
藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 佐 藤 徹 鮒 , ι 1 ' " ギ 正 好 , 樂 岸 直 子 , 森 田
隆 n π , 今 塁 予 多 旦 f J  :  M i n i m a 1 1 y  d i 丘 e r e n t i a t e d  m y e l o i d  l e u k e m i a
第 3 4 回 日 木 小 児 血 液 学 会 , 横 浜 , 1 9 兜 . 9
板 野 正 敬 , 森 田 成 , 大 橋 芳 之 , 字 岸 心 子 , 崇 岸 止 好 , 上 屋 滋 , 今 野 多 助
A c u t e  u n c l a s s i f i e d l e u k e m i a  よ り 樹 立 さ れ た 腺 維 芽 細 胞 依 存 竹 削 Ⅲ 抱 株 M - M O K の
性 状
第 3 4 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 横 浜 , 1 9 9 2 . 9
喋 " 也 宏 明 , 高 橋 将 喜 , 藤 江 弘 美 , 樂 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 ソ ト 児 同 ネ 盲 旨 徹 移
柏 患 、 者 に お け シ ク ロ ス ポ リ ン の 全 血 中 濃 度 測 定 な ら び に 薬 物 動 力 学 的 パ ラ メ ー タ ー
の 検 討
第 1 5 回 日 本 骨 髄 移 植 研 究 会 , 福 岡 , 1 9 兜 . 1 2
山 家 隆 昭 , 崟 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 藤 江 弘 美 , 今 野 多 助
肝 炎 を 発 症 し た 寛 解 期 急 性 り ン パ 性 山 血 病 の 1 例
第 4 4 回 北 日 本 小 児 科 学 会 , 旭 川 , 1 9 兜 . 9
小 児 B 細 胞 腫 揚
宰 岸 正 好 , 藤 江 弘 美 , 佐 藤 徹 雄 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 一 迫 玲 , 沢 井 高 志 , 中 川
洋 : 慢 性 活 動 性 E B ウ ィ ル ス 感 染 症 に 続 発 し た 副 ' ゛ 腔 原 発 T 細 胞 り ン パ 唖 の 1 例
第 9 6 回 Π 本 小 児 科 学 会 学 術 染 会 , 横 浜 , 1 9 9 3 . 4
成 , 板 野 正 敬 ,  1 1 1 家
と 思 わ れ る 4 例
崟 岸 直 子 , 樂 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 山 本 雅 之 : サ イ ト カ イ ン 依 存 性 細 胞 株
M - T A T の エ リ ス ロ ポ エ チ ン に よ る 赤 血 球 分 化 の 検 討
第 5 5 回 日 木 血 液 学 会 , 四 日 市 , 1 9 9 3 . 4
板 野 正 敬 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 森 田 成 , 山 家 隆 昭 , 藤 江 弘 美 , 崇 岸 青 子 , 宅 岸
正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 :  A L L 再 発 に 先 立 ち ,  G - C 使 用 に ・ 一 致 し た 白 血 病 細 胞
の 一 過 性 増 列 功 荒 忍 め ら れ た 1 例
第 3 5 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 佐 賀 , 1 9 9 3 . 9
藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 森 田 成 , 板 野 正 敬 , 山 家 隆 昭 , 大 橋 芳 之 , 樂 岸 直 子 , 樂 伴
正 好 , 佐 藤 徹 雄 , 今 野 多 助 , 遠 藤 幹 也 , 高 野 長 邦 : 再 骨 伽 移 植 後 再 発 予 1 坊 を 目 的 に
I F N α 長 期 投 与 を 行 っ た A M L の H 列
第 4 5 匝 Π ヒ 日 本 小 児 科 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 . 9
水 痘 羅 患 を 契 機 と し て 激 症
山家隆昭,士屋滋,今野多助,林
存進家芽腫細胞の検出
第52回日本癌学会,仙台,1993.10
石井直人,木村裕,浅尾裕信,竹下敏一,中村正孝,士屋滋,今野多助,菅村
和夫:伴性重症復合免疫不全症(XSCID)における丘一2受容体1鎖遺伝子の異常
第23回日本免疫学会総会,仙台,1993.11
石井直人,士屋滋,今野多助,菅村和夫:伴性重症複合免疫不金症(XSCID)
におけるルー2受容体痔堂の異常
第25回日本小児感染症学会,仙台,1993.Ⅱ
火橋芳之,士屋滋,今野多助:伴性無ガンマグロブリン血症(XLA)の分子遺
伝学的解析
第25回日本小児感染症学会,仙台,1993.Ⅱ
RT-PCR法による骨髄/末梢血微少残
山家隆昭,森田成,板野正敬,大橋芳之,藤江弘美,樂岸直子,型岸正好,士屋
滋,今野多助,林富,大井龍司:RT-PCR法による骨髄/末梢血中微少残存
神経芽腫細胞の検出
第 91回日本小児がん学会,つくぱ,1993.12
崟岸正好,藤江弘美,大橋芳之,士屋滋,一迫
移植後重症肝GVHDを来たしたPN陽性ALLの
第16回日本骨髄移柏研究会,横浜,1993.12
林富,大井龍司,今野多助,士屋滋,今泉益栄,
GroupS加dy による進行性神経芽腫の治療(第8報)
第9 回日本小児がん学会,つくぱ,19船.12
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中村湘,大井龍司,林富,千葉敏籬,矢尾板誠一,菊池百合子,今野多助,十
屋滋:1歳6力月児マス・スクリーニングで発見された神経芽腫の2例
第9 回日本小児がん学会,つくば,19鯰.12
石井直人,士屋滋,今野多川上伴性重症免疫不全症(XSCID)におけるIL-2
受容体7鎖の機能異常
第97回日本小児科学会学術集会,札幌,1994.5
秋集香,佐藤雄一,立花直樹,王藤正文,高野長邦,渡辺新,岡村敏弘,今泉
益栄,今野多助,士屋滋,中川汗,関口博史,具志・一男,吉村洋三,斉藤徹,
矢崎棗,横山新吉,林正:東北小児白血病研究会プロトコールALL83の治
療成織
第97回日本小児科学会学才村集会,札幌,1994.5
玲,今野多助
1例
森田成,板野正敬,崇岸正好,士屋滋,今野多助:抗C-kit単クローン抗体
MTK1の作製と白血病細胞との反応性
第97回Π本小児科学会学術集会,札幌,1994.5
非血縁者間骨舳
横山新吉:東北地区
?
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遠 藤 幹 也 , 高 野 長 邦 , 藤 原 哲 郎 , 板 野 正 敬 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 : 末 梢 血 幹 細 胞 移
稙 に お け る C D 3 4 陽 性 細 胞 の 有 用 性 に 関 す る 研 究
第 9 7 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 札 幌 , 1 9 9 4 . 5
崇 岸 直 子 , 崇 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 山 本 雅 之 : 小 児 白 血 病 の 芽 球 に お け る
G A T A 転 写 因 子 群 の 発 現
第 5 6 回 日 本 血 液 学 会 , 新 潟 , 1 9 9 4 . 5
宰 庠 正 好 , 崇 岸 直 子 , 山 家 峰 昭 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 :  p h y t o h e m a g ・
g l u t i n i n ( P H A P ) に よ り プ ロ グ ラ ム 死 ( P C D ) が 誘 遵 さ れ る  C D 4 - C D 8 - T C R α β T
細 胞 株 の 樹 立
第 5 6 回 日 本 血 液 学 会 , 新 潟 , 1 9 9 4 . 5
藤 江 弘 美 , 森 田 成 , 板 野 正 敬 , 柳 Π 羽 嵳 昭 , 大 橋 芳 之 , 学 岸 直 子 , 宰 岸 正 好 , 十 屋
滋 , 今 野 多 助 :  H i s t i o c y t i c  s a l ' c o m a  の  H 列
第 3 6 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 札 幌 , 1 9 9 4 . 9
板 野 正 敬 , 森 田 成 , 石 井 直 人 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 柳 澤 隆 昭 , 宰 岸 正 好 , ・ に 屋
滋 , 今 野 多 助 : 血 液 幹 細 胞 に お け る I L - 2  レ セ プ タ ー 1 鎖 発 現 の 検 討
第 3 6 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 札 幌 , 1 9 9 4 . 9
柳 澤 隆 昭 , 森 佃 成 , 板 野 正 敬 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 崇 j ギ 直 子 , 崇 岸 正 好 , 十 屋
滋 , 今 野 多 助 , 遠 藤 幹 也 , 高 野 長 邦 : 同 種 骨 航 移 植 施 行 後 に 特 異 な 神 経 症 状 を 呈 し
た 急 性 り ン パ 性 白 血 病 の Ⅱ 列
第 4 6 1 田 北 日 本 小 児 科 学 会 , 權 岡 , 1 9 9 4 . 9
大 橋 芳 之 , 藤 江 弘 美 , 柳 澤 隆 昭 , 宰 岸 正 好 , 板 野 正 敬 , 森 田 成 , 士 屋 滋 , 今 野
多 助 : E B  ウ ィ ル ス ゲ ノ ム が 検 出 さ れ た 鼻 Π 因 頭 癌 の ・ 一 女 児 例
第 1 0 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 京 都 , 1 9 9 4 . 1 2
林 富 , 大 井 龍 司 , 今 野 多 助 , 士 屋 滋 , 今 泉 益 栄 , 枇 山 新 吉 : 東 北 地 区 進 行 神
経 芽 腫 グ ル ー プ ス タ デ ィ ー ( 第 9 報 )
第 1 0 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 京 都 , 1 9 9 4 . 1 2
柳 澤 隆 昭 , 森 田 成 , 板 野 正 敬 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 崇 岸 直 子 , 崇 岸 正 好 , 士 屋
滋 , 遠 藤 幹 也 , 島 野 長 邦 , 今 野 多 助 : 同 種 骨 髄 移 植 施 行 後 に 全 身 振 戦 を 主 と し た 特
異 な 神 経 症 状 を 呈 し た 急 性 り ン パ 性 白 血 病 の 1 例
第 1 7 回 日 本 骨 髄 移 植 研 究 会 , 大 阪 , 1 9 9 4 . 1 2
樂 岸 正 好 , 柳 澤 隆 昭 , 大 橋 芳 之 , 藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 一 迫 玲 : 神 経
芽 裁 某 睡 に お け る T 細 胞 腫 揚 特 異 抗 原 B 2 D の 発 現
第 9 8 回 日 本 小 児 科 学 会 , 岐 阜 , 1 9 9 5 . 3
森 田 成 , 士 屋 滋 , 板 野 正 敬 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 崇 岸 正 好 , 今 野 多 助 : C -
k i t 蛋 白 上 の 異 な っ た エ ピ ト ー プ を 認 識 す る 2 つ の 単 ク ロ ー ソ 抗 休 の 作 製 と 性 状
第 5 7 回 日 本 血 液 学 会 , 名 古 屋 , 1 9 9 5 , 4
板野正敬,士屋滋,森田成,藤π弘美,大橋芳之,崇岸正好,
正:ヒト未分化巨核芽球性白血病細胞株M-MOKの性状
第57回日本血液学会,名古屋, 19妬.4
石井直人,笹原洋二,森田成,板野正敬,柳澤隆昭,藤江弘美,大橋芳之,崇岸
正好,士屋滋,今野多助,一迫玲,菊田芳克: TCRル陽性T細胞りンノ勺匝の
1例
第37回日木小児lm液学会,甲府,19怖.9
藤江弘美,士屋滋,板野正敬,大橋芳之,笹原洋二,石井直人,森田成,裟岸
正好,士屋滋,今野多助,横山新吉:巨核牙球性白血病細胞株の増殖分化に関す
るトロンポポエチン(TPO)の影瓣
第37回日本小児血液学会,甲府,19鮖.9
藤江弘美,森田成,板野正敬,笹原洋二,石井心人,大橋芳之,崇岸正好,上屋
滋,今野多W上頻回の輪血歴を有する再生不良性貧血患者にATG,cy・
dophosphamide を市j処置として同種骨髄移柚を施行した 1例
第47回北日本小児科学会,福島,19鮖.9
大橋芳之,藤江弘美,石井偵人,窒岸止好,森田成,板野正敬,上屋滋,今野
大井龍司: NWTS-4-regimen L-4(stage l)による化学療法中己,多助,林 r11,
にVOD類似の重篤な肝障害をきたしたウィルムス腫揚のH列
第11回日本小児がん学会,新潟,1995.12
今野多助,小池
大橘芳之,崟岸正好,藤江弘美,板野正敬,
イクロスポリン(CYA)抵抗性急、性GVHD
第18回Π本骨伽移杣学.会,東京,1995.12
浅田洋二,藤江弘美,大橋芳之,石井直人,笹原洋二,森田成,川井伸,板野
正敬,崇岸正好,士屋滋,星野敦,佐々木毅: CDI0, CD19, CD20抗体によ
るパージング後に自己末梢血幹細胞移植を行った急性りンパ性良血病の1例と残存
徴少腫揚の検出
第48回北日本小児科学会,札幌,1996.9
細胞増殖関連抗
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石井直人,菊田敦,平田知滋,士屋滋,今野多助:抗サイトカイン共通受容体
1鎖モノクローナル抗体によるX連鎖重症複合免疫不全症(XSCID)の診断
第99回日本小児科学会学術集会,熊本,1996.4
森田成,士屋滋,板甥,正敬,大橋芳之,崟垰正好,今野多助
原を認識すると思われた単クローン抗体MTK30の性状
第38回日木血液学会,宇都宮,1996.4
藤征弘美,大橋芳之,笹原洋二,板野正敬,森田成,浅円洋司,川井伸,樂岸
正好,士屋滋,今野多助:初回寛解導入療法期閻中に CDI0/CD19/CD33/CD34
陽性細胞が骨徹中に出現した急性りンパ性白血病の1例
第38回Π本小児血液学会,三重,1996.4
士屋滋,今野多助:ステロイド・サ
に FK506 が奏功した討列
3 6
笹 原 洋 二 , 大 橋 芳 之 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 一 迫 玲 : L M P 1 陽 性 の H o d g l d n 病
を 合 併 し 九 W i S 1 Φ 杜 一 A i d r i c h 症 候 群 の  1 例
第 1 2 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 東 京 , 1 9 9 6 . 1 2
藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 崇 岸 正 好 , 大 橋 芳 之 , 久 問 木 悟 , 浅 田 洋 司 , 川 井 伸 , 笹 原
洋 二 , 森 田 成 , 板 野 正 敬 , 今 野 多 助 : 組 織 学 的 に  C o l u m n a r  E p i d e n n a l N e c r o s i s
が 認 め ら れ た 皮 愉 慢 性 G V H D の 1 例
第 1 9 回 Π 本 造 血 荊 Ⅲ 泡 移 植 学 会 , 岡 山 , 1 9 9 6 . 1 2
板 野 正 敬 , 士 屋 滋 , 森 田 成 , 崇 岸 正 好 ,
M - M O K の 分 化 に 関 す る 検 討
第 諦 回 H 本 血 液 学 会 , 京 都 , 1 9 9 7 . 3
崟 岸 正 好 , 大 橋 芳 之 , 笹 原 洋 二 , 藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 , 横 山 新 吉 , 早 ・ 坂
清 : E B  ウ ィ ル ス 関 連 腫 牙 " こ お け る L M P - 1 遺 伝 子 の 解 析
第 1 0 0 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 前 橋 , 1 9 9 7 . 4
X 連 鎖 重 症 複 合 免 疫 不 全 症
笹 原 洋 二 , 大 橋 芳 之 , 川 井 伸 , 窒 岸 正 好 , 浅 田 洋 司 , 久 間 木 悟 , 藤 江 弘 美 , 森 田
成 , 板 野 正 敬 , 土 屋 滋 , 今 野 多 助 :  w i s c o t t - A l d T i c h 症 候 群 に お け る  W A S P 遺
伝 子 変 異 と シ グ ナ ル 伝 迷
第 1 0 0 回 日 木 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 前 橘 , 1 9 9 7 . 4
符 原 洋 二 , 藤 江 弘 美 , 大 橋 芳 之 , 響 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 : 非 血 緑 者 間 骨 倣
移 町 貞 1 妾 に  E B - v i r u s  a s s o c i a t e d  ] y m p h o p r o l H e r a t i v e  d i s o r d e r  を 合 併 し 九  W i s R o t t -
A l d r i c h  症 候 群 の 一 例
第 7  回  E B  ウ イ ル ス 感 染 症 研 究 会 , 東 京 , 1 9 9 7 . 5
今 野 多 助 : 巨 核 芽 球 性 白 血 病 細 胞 株
笹 原 洋 二 , 崇 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助
W A S P 遺 伝 子 異 常 の 解 析
第  4  回 日 本 遺 伝 子 診 療 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 7 . フ
笹 原 洋 二 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助 :  E B  ウ ィ ル ス 関 連 の H o d g k i n  を 合 併 L た W i s k o t t -
A ] d t i c h  症 候 群 の ・ ・ イ 列
第 2 5 回 日 木 臨 床 免 疫 学 会 , 東 京 , 1 9 9 7 . 9
久 間 木 悟 , 石 井 直 人 , 菅 村 和 夫 , 士 屋 滋 , 今 野 多 助
態 岩 ・ に お け る  C o m m o n 1 鎖 の 機 能 異 常
第 2 5 回 日 木 臨 床 免 疫 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 9 7 . 9
藤 江 弘 美 , 士 屋 滋 , 崇 岸 正 好 , 久 問 木 悟 , 笹 原 洋 二 , 板 野 正 敬 , 川 井 伸 , 今 野
多 助 : 治 療 中 に 初 発 時 と 祠 ・ ー の 染 色 体 異 常 を 認 め る 骨 倣 芽 球 が 出 現 し た T - c e Ⅱ
I y m p h o m a n e U 1 祀 m i a  の  H 列
第 3 9 1 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 東 京 , 1 9 9 7 . 9
W i s k o t t - A l d r i c h  症 候 群 に お け る
樂岸正好,士屋滋,大橋芳之,藤征弘美,今野多助,一迫
における細胞基質間接着依存性増殖機構の解析
第13回日本小児がん学会,熊本,1997.11
川井伸,笹原洋二,久朋木悟,藤江弘美,崇岸正好,士屋滋,今野多助,石飛
真美子,木HH祐二,大竹正俊: Hemophagocytic lymphohistiocytosiS に対し血縁
者関骨伽移植を施行した1乳児例
第20回日本造血細胞移植学会総会,東京,1997.12
士屋滋,今野多助:東北地区における造血細胞移舶の現況
第20回日本造血細胞移植学会総会,東京,1997.12
久間木悟,樂岸正好,藤江弘美,笹原洋二,大橋芳之,士屋滋,◇野多助:骨
徹移植後の急性GVHD患老におけるIL-15の分泌動態
第60回日本」血液学会,大阪,1998.3
久閻木悟,石井直人,柴岸正好,士墜滋,今野多功: X連鎖重症複合免疫不全
症患者におけるIL-7の病因的役割の検討
第101回日本小児科学会学術集会,米f,1998.5
玲:神経芽腫細胞株
藤江弘美,樂岸正好,大橋芳之,久問木悟,笹冴U羊二,板野正敬,川井仲,浅
田洋司,林露子,・1二屋滋,今野多助:初発時から17年問の経過中に4回の再発
を繰り返し2回の同種造血幹細胞移械を施行して現在寛解を維持しているA上Lの
1例
第401回日本血液学会総会,広島,1998.9
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崇岸止好,笹原洋二,大橋芳之,藤江弘美,久間人悟,川井伸,士屋
迫玲,今野多助 J東発性免疫不全症に合併した小児ホジキン病の2例
第14回日本小児がん学会,札1呪,1998.10
大橋芳之,窒岸正好,士屋滋,森本幾夫
第28回肝本免疫学会総会・学術集会,神戸,
大橋芳之,川井伸,浅田洋司,林露子,笹原洋二,藤紅弘美,久問木悟,板
野正敬,樂岸正好,十屋滋,賀'和敏博,今野多助:1司種骨航移植後10年目に閉塞
性細気管支炎(BO)を発症したMDSの一男児例
第21回H本造血幹細胞移植学会総会,名古屋,1998.12
Kumaki s,1Shii N, Minegishi M, Tsuchiya s, cosman D, sugamura K, Konno
T :1mmunopath010gicalro]e of lL-7 in the deve]opment of x-1inked severe
Combined immunodeficiency (X-SCID)
Experin〕ental Bi010gy 98, san Francisco, CA, AprⅡ 1998
T細胞運動における Cas-しの関与
1998.12
滋,
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M i n e g i s h i  M . ,  T s u c h i y a  s . ,  o h a s h i  Y . ,  F u j i e  H , , 1 C h i n o h a s a m a  R . ,  a n d  K o n n o
T . :  E x t r a c e Ⅱ U l a r  m a t r i x - d e p e n d e n t  g r o w t h  o f  a  n e u r o b l a s t o m a  c e 1 1 1 i n e ,  N - K A S
a n d  t h e  r o l e  o f  c D 2 9
S I O P  X X X  M e e t i n g  ( 1 n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  o f  p e d i a t r i c  o n c 0 1 0 g y ) ,  Y o k o h a m a ,
O c t o b e r , 1 9 9 8
S a s a h a r a  Y ,  K a w a i  s , 1 t a n o  M ,  K u m a k i  s ,  F u j i e  H ,  o h a s h i  Y ,  M i n e g i s h i  M ,
T s u c h i y a  s  :  D e f i c i e n t  a c t i v i t y  o f  v o n  w i Ⅱ e b l ' a n d  f a d o t - c l e a v i n g  p r o t e a s e  l n  a
P a t i e n t  w i t h  c h r o n i c  r e l a p s i n g  t h r o m b o t i c  t h r o m b o c y t o p e n l c  p u r p u r a
T I 〕 e  4 0 t h  a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  A m e r i c a n  s o c i e t y  o f  h e m a t 0 1 0 g y ,  M i a m i ,  M A ,
D e c e m b e r  1 9 9 8
笹 原 洋 二 , 川 井 伸 , 浅 田 洋 司 , 林 露 子 , 久 闇 木 悟 , 大 橘 芳 之 , 宅 岸 正 好 , 士
屋 滋 :  V W F  c l e a v i n g  p T o t e a s e  活 性 低 下 を 認 め 九  C h r o n i c  r e l a p s i n g  T T P  の 、 一 女
児 例
第 1 0 2 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 柬 京 , 1 9 9 9 . 4
久 冏 木 悟 , 笹 原 洋 二 , 林 欝 子 , 川 井 伸 , 浅 田 洋 司 , 大 橋 芳 之 , 宅 岸 正 好 , 士
屋 滋 : 3 度 目 の a Ⅱ O P B S C T を 施 行 し た 治 療 抵 抗 性 急 性 幹 細 胞 白 血 病 の  1 例
第 5 1 回 北 日 木 小 児 科 学 会 , 山 形 , 1 9 9 9 . 9
笹 原 洋 二 , 川 井 伸 , 浅 田 洋 二 , 林 露 子 , 久 闇 木 悟 , 大 橋 芳 之 , 岑 岸 正 好 , 士
屋 滋 .  w i s k o t t - A l d r k h 症 候 群 / X 連 鎖 性 Ⅲ " 、 板 減 少 症 に お け る W A S P モ ノ ク
ロ ー ナ ル 抗 体 の 作 製
第 4 1 回 小 児 血 液 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 四 . 9
腫
林 鴛 子 , 笹 原 洋 二 , 久 間 木 悟 ・ , 大 橋 芳 之 , 崟 岸 正 好 , 士 屋 滋 , 林
揚 進 展 度 以 外 に 予 後 不 良 因 子 の な い 治 療 抵 抗 性 の 乳 児 神 経 芽 細 胞 腫 S t a g t 3 の 一 例
第 1 5 回 日 本 小 児 が ん 学 会 総 会 , 宝 塚 , 1 9 9 9 . Ⅱ
久 問 木 悟 , 大 橋 芳 之 , ι 宅 岸 正 好 , 士 屋 滋 :  R e c o m b i n a t i o n  A d i v a t o r  p r o t e i n  l
( R A G I ) に 変 異 を 有 す る o m 印 n 様 症 候 群 の 病 態 解 析
第 2 9 回 日 本 免 疫 学 会 総 会 , 京 都 , 1 9 四 , 1 2
久 間 木 悟 , 林 露 子 , 笹 原 洋 二 , 大 橋 芳 之 , 川 井 仲 , 浅 田 洋 司 , 崇 岸 正 好 ,
屋 滋 : 治 療 抵 抗 性 急 性 幹 細 胞 白 血 病 に 対 ' し て 施 行 L た 3 度 目 の a Ⅱ O P B S C T
第 2 2 回 日 木 造 血 細 胞 移 植 学 会 総 、 会 , 広 島 , 1 9 9 9 . 1 2
A s a d a  Y , 1 S h 註  N ,  s u g a m u T a  K .  G r f 4 0 ,  a  N o v e l  G r b 2  F a m i ] y  M e m b e r , 1 S  l n v o l v e d
i n  T - c e Ⅱ  S i g n a l i n g  t h r o u g h  l n t e r a c t i o n  w i t h  s L P - 7 6  a n d  L A T
E x p e r i m e n t a l  B i 0 1 0 g y ' 9 9 ,  w a s h i n g t o n  D C , 1 9 四 ・  4
士
?
Kawai s, Minegishi M, ohashi Y, sasahara Y, Kumaki s, Hayashi T, Asada H,
Miyawaki T, Tsuchiya s : Flow cytometric analysis of wisk0杜一Aldrich syn・
drome(WAS) protein expression in peripheralblood mononuclear ceⅡSfrom wAS
Patlents
The 7th lnternational symposium on Recent Advances in hematopoietic stem ceⅡ
transplantation and applications of aow cytometry in blood and marrow stem ce11
transplantation, san Diego.1999.5
大橋,宰岸,久問木他. T細胞性悪性りソパ腫細胞株L-KIMの線維芽細胞依存
性増殖におけるインテグリンの鬨与
第621回日本血液学会,福岡,2003.3
久問木悟,崇岸正好,大橋芳之,笹原洋二,林露子,川井伸,浅田洋司,今
野多助,士屋滋: Recombination Adivating Gene l (RAGI)に変異を有する
Omenn様症候群の病態解析
第103回日本小児科学会学術集会,和歌山,2000.4
久間木悟,石井直人,崟岸正好,大橋芳之,浅田洋司,菅村和夫,士屋滋: X連
鎖重症複合免疫不全症(SCID-XD の本邦24例におけるIC鎖変異と発現について
第30回日木免疫学会総会,仙台,2000.Ⅱ
川井伸,窒岸正好,大橋芳之,久冏木悟,浅田洋司,笹原洋二,奥山力,士
屋滋:フローサイトメトリー法を用いた, wiskott-Aldrich症候群の簡易診断法
の開発
第52回北日本小児科学会,札幌,2000.9
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川井伸,浅田洋司,奥山力,室岸正好,大橋芳之,クJ司木悟,中村湘,林
士屋滋:マススクリーニングにより発見された神経芽細胞腫の無治療経過観打!ア1,」,
察例について
第16回日本小児がん学会,火宮,2000.11
士屋滋: HLAハプ久間木悟,谷内川培宏,火橋芳之,浅田洋司,崇岸正好,
口不・一致血縁老間骨髄移柚を施行したRAG1欠損症の・一例
第23回日本造血細胞移植学会総会,京都,2000.12
Kum址d s, sasahara Y, ohashiY, MinegishiM, Tsuchiya s : A mild phenotype of
RAGl deficiency with matemalT ce11engra丘ment
Immun010gy 2000, seattle,2000.5
Y. ohashi, S. Kawai, H. Asada, S. Kumaki, C. okuyama, M. Mine即SI〕i, and s
Tsuchiya.:1nvolvement of the betal integrins in the fibroblast-dependent
PTOIHeration of malignant lympl〕oma ce11S
The 42th Annual Meeting of American society of Hemat010gy, san Francisco,
2000.12
卯久 問 木 悟 , 石 井 直 人 , 崇 岸 正 好 , 大 橋 芳 之 , 浅 田 洋 司 , 川 井 伸 , 菅 村 和 夫 , 士 昂
滋 :  X 連 鎖 重 症 複 合 免 疫 不 全 症 ( X - S C I D ) 患 者 3 2 症 例 に お け る 変 異 π 鎖 の 解 析
第 1 0 4 回 日 本 小 児 科 学 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 . 5
浅 田 洋 司 , 大 橋 芳 之 , 久 闇 木 悟 , 川 井 伸 , 奥 山 力 , 樂 岸 正 好 , 士 屋 滋 : 非
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e x p a n s i o n  o f  s u b s e t s  o f  l y m p h o c y t e s  i n  a  w A s  p a t i e n t
T o h o k u  u n i v e r s i t y  2 1 S t  c e n t u r y  c o E  p r o g r a m  " c e n t e r f o r  l n n o v a t i v e  T h e r a p e u t i c
D e v e l o p m e n t t o w a r d s  t h e  c o n q u e s t  o f  s i g n a l  T t a n s d u c t i o n  D i s e a s e s  ,  T h e  l s t  l n ・
t e r n a t i o n a ]  s y m p o s i 山 n .  s e n d a i ,  o c t o b e r  2 0 0 4
S a s a h a r a  Y ,  R a m e s h  N ,  T s u c h i y a  s ,  G e h a  R S  :  W I P - M e d i a t e d  m e c h a n i s m s  o f
r e c r u i t m e n t ,  a c t i v a t i o n  a n d  d e g a r a d a t i o n  o f  w A s p  i n  T  c e 1 1 S
T h e  5 6 t h  a n n u a l  m e e t i n g  o f  A m e r i c a n  s o d e t y  o f  H e m a t 0 1 0 g y ,  s a m  D i e g o ,  C A ,
2 0 0 4 . 1 2
工 藤 善 範 , 崇 岸 正 好 , 伊 藤 経 夫 , 斉 藤 尚 子 , 三 浦 淳 子 , 佐 藤 裕 子 , 成 田 香 魚 子 , 鈴
木 昭 , 高 橋 博 之 , 士 屋 滋 : 簡 易 凍 結 法 に よ り 保 存 し た 末 梢 血 造 血 幹 細 胞
( P B S C ) の 造 血 再 構 築 能 の 評 価
第 脇 回 日 本 輸 血 学 会 総 会 , 舞 浜 , 2 0 備 . 5
中 村 潤 , 吉 田 茂 彦 , 石 井 智 浩 , 天 江 新 太 郎 , 佐 藤 智 行 , 林
芽 腫 に お け る 根 治 術 後 再 発 症 例 の 検 討
第 2 1 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 宇 都 宮 , 2 0 価 . Ⅱ
」 ^
士 屋 滋 : 肝品 ,
笹原洋二,杜畔,吉成みやこ,久閻木悟,士屋
群におけるWIPの機能解析
第47回日木小児血液学会,宇都宮,20備.H
吉成みやこ,上屋滋ソ上児がん医療におけるインフォームドコンセント.アセン
トー生命倫理の観点から
第幻回日本小児がん学会,宇都宮,20鮖.11
佐藤智行,件村潤,吉田茂彦,石井智浩,
中拓,クJ占木悟・,士屋滋,林富
第2]回日木小児がん学会,宇都宮,20備.H
笹原洋二,久間木悟,士屋滋, Ramesh N, Geha RS
群の分子病態おけるWIPの機能解析
第1091司日本小児科学会学術集会,金沢,2006.4
熊谷直憲,渡辺雇平,古成みやこ,久問木悟,根東義明,士屋滋
移植後にlgA腎症を発症したX連鎖性重症複合免疫不全症(X-SCID)
第1091引日本小児科学会学術集会,釡沢,2006.4
滋: wisk0杜一Aldrich症候
内山徹,久間木悟,石川義明,小野寺雅史,佐藤美季,
田ホ信幸,菅村和夫,士屋滋:安全性を高めたX-SCID
自殺造伝子の遺伝子治療への応用
第109回H本小児科学会学術集会,金沢,2006.4
天江新太郎,和田基,中村恵美,田
当院におけるCPDN 3例の治療経験
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伊縢経夫,樂岸正好,井上八重子,高'副専と,鈴木明,工藤善範,成田香魚子,
佐藤裕子,三浦淳子,大田正孝,士屋滋:輸血部における細胞プロセッシングヘ
の取り組み
第541回日本輸血学会総会,大阪,2006.6
高橋博之,鈴木明,工藤善範,成田香魚子,伊藤経夫,佐藤裕子,三浦淳子,崟
岸正好,士屋滋:当院における怜血前後の感染症検査の実施状況
第54回日本輸血学会総会,大阪,2006.6
Wiskott-Aldrich 症候
古賀晋・一郎,阿部明子,山口屡寛,士屋滋,山本雅之,崇岸直子:一転写因子
GATAの細胞周期特異的発現制御一P815細胞を用い九内在性発現の検討
第68回日本血液学会合同総会,博多,2006,10
笹原洋二,久間木悟, RameshN, Geha RS
態におけるWASP結合タソパク質WIPの役割
第68回日本血液学会合同総会,博多,2006.10
同胞問骨伽
の一例
杜碑,笹原洋二,
に対する遺伝子治療
星能元,今泉益栄,力石健,佐藤篤,藤井邦裕,士屋滋:キメラ遺伝子変
異を有するAPL細胞株(UF-1)に対するレチノイン酸応答性の検討
第68回日木血液学会合同総会,博多,2006.10
Wiskott-Aldrich 症候群の分子病
4 6
内 山 徹 , 久 冏 木 悟 , 石 川 義 則 , 石 井 直 人 , 小 野 寺 雅 史 , 佐 藤 美 季 , 笹 原 洋 二 ,
田 小 仲 幸 , 菅 村 利 夫 , 士 屋 滋 : 安 全 性 を 高 め た X 連 鎖 重 症 複 合 免 疫 不 令 症 ( X -
S C I D ) に 対 す る 遺 伝 子 治 療 自 殺 遺 伝 子 の 遺 伝 子 治 療 へ 応 用
第 3 8 回 Π 本 小 児 感 染 症 学 会 , 高 知 , 2 0 0 6 . 1 1
佐 藤 篤 , 今 泉 益 栄 , 小 沼 正 栄 , 藤 井 邦 裕 , 士 屋
を 呈 し た 急 性 り ン パ 性 白 血 病 の 2 例
第 4 8 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . 1 1
笹 原 洋 二 , 杜 建 , 小 沼 正 栄 , 力 石 健 , 古 成 み や こ , 久 問 木 悟 , 士 屋 滋
小 児 造 血 幹 細 胞 移 植 後 4 症 例 に お け る C D 4 + C D 2 5 十 制 御 性 T 細 胞 の 経 事 的 変 化
第 4 8 回 H 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . 1 1
小 泉 沢 , 小 沼 正 栄 , 石 チ 1 功 " 奈 子 , 吉 成 み や こ , 森 本 哲 司 , 士 屋 滋 , 松 木 雅 則 ,
藤 村 吉 博 : 血 栓 性 血 小 板 減 少 性 紫 斑 病 を 契 機 に 発 見 さ れ た 全 身 性 エ リ テ マ ト ー デ ス
・ 抗 り ソ 脂 質 抗 体 症 候 群 合 併 例
第 4 8 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . H
渡 避 浩 司 , 水 城 直 人 , 北 村 太 郎 , 笹 原 洋 二 , 吉 成 都 , 久 問 木 悟 , 士 屋 滋 , 風
間 理 郎 , 林 富 , 渡 辺 み か : 傍 精 巣 原 発 の 乳 幼 児 色 素 性 神 経 外 脛 葉 性 師 傷 の 一 例
第 2 2 回 日 本 小 児 が ん 研 究 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . Ⅱ
滋 : 諸 初 時 腎 腫 大 , 腎 機 能 陣 害
鈴 木 力 生 , 大 竹 正 俊 , 近 岡 秀 二 , 力 石 健 , 士 屋 滋
血 病 を 来 し た E B ウ イ ル ス 関 連 血 球 貪 食 症 候 群 の 一 例
第 娼 回 日 木 小 児 血 液 学 会 総 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . 1 1
力 石 健 , 笹 原 洋 二 , 入 江 正 寛 , 渡 辺 雇 平 , 西 尾 利 之 , 久 間 木 悟 , 士 屋 滋 : 広
範 な 頸 部 り ン パ 節 壊 死 で 発 症 し , 治 療 後 F D G - P E T 陽 性 腫 癌 が 残 存 し た 惡 性 り ン
パ 腫 の 1 例
第 2 2 回 日 本 小 児 が ん 研 究 会 , 大 阪 , 2 0 0 6 . Ⅱ
T s u c h i y a  s ,  M i n e g i s h i  M ,  F u k a w a  N , 1 t o h  T ,  K i t a u r a  T ,  M i u r a  J ,  T a k a h a s h i  H ,
S u z u l d  A ,  K u d o  Y ,  N a r i t a  A ,  s a t o  Y . :  Q u a l i t y  o f  c o r d  b ] o o d  c D 3 4  P o s i t i v e  c e Ⅱ S
C t y o p r e s e r v e d  i n  t h e  l i q u i d  p h a s e  o f  n i t r o g e n  w i t h o u t  a  r a t e - c o n t r 0 1 1 e d
P r o g r a m m e d  f r e e z e r
A n n u a l  m e e t i n g  o f  i n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  o f  c e 1 1 t h e r a p y  B e r l i n , 2 0 0 0 6 . 5
S h i g e r u  T s u h d y a , 刃 、 1 e i  D U ,  H i d e a k i  K i k u t a ,  T o h r u  u c h i y a m a ,  M a s a e i  o n u m a ,
T a k e s h i  R i l く i i s h i ,  Y o j i  s a s a h a 松 ,  M i y a k o  Y o s h i n a r i  o h u c h i ,  M a s s a y o s h i  M i n e g i s h i ,
S a t o r u  K u m a k i :  A  c a s e  o f  h y p e 玲 e n s i t i v i t y  t o  M o s q u i t o  b i t e  w i t h  t y p e  1 Π  l a t e n c y
O f  E B  v i r u s  i n f e c t i o n  i n  N K  c e 1 1 S  w i t h  p T 0 1 0 n g e d  s u r v i v a l d u e  t o  i n d u c t i o n  o f s p e c i f i c
C D 8 +  c y t o t o x i c  T  c e 1 1 S .
T h e  4 8 t h  a n n u a l m e e t i n g ,  A m e r i c a n  s o d e t y  o f  H e m a t 0 1 0 別 .  o r ] a n d , 2 0 0 6 . 1 2
E t o p o s i d e  に よ る 二 汰 性 白
加藤剛二,吉見礼見,熱田山子,東英一,足立壮一,磯山恵一,加藤俊一,小池
健一,小島勢二,士屋滋,堀越泰雄,麦島秀雄,渡辺新:小児造血叢Ⅲ抱移植に
おける慢性GVHDの臨床
第291回日本造血細胞移植学会,博多,2007.2
笹原洋二,杜鮮,小沼正栄,力石健,吉成みやこ,久問木悟,上屋滋
小児造血幹細胞移柚後5症例におけるCD4+CD25十抑制性T細胞の経時的変化
第29回日本造血細胞移植学会,博多,2007.2
今ナ1剣帥浦,金兼弘和,久問木悟,右賀正,士屋滋,
蒲池芳朗,上松・一永,高田英俊,野々山恵章,宮脇利男
疫不全症に対する造血幹細胞移舶の後方視的検討
第29回日本造血細胞移植学会,博多,2007.2
小林良二,有賀 i[,野々山恵章,金兼弘和,士屋滋,森尾友宏,
利義久,河敬世,佃渕健,士田昌宏,宮脇利男,加藤俊・ー
Wisk0杜一A]dHch症候群に対する造血幹細胞移1値5畔列の何件斤
第29回日本造血細胞移植学会,博多,2007.2
小林朋子,柳田紀之,菅原伸,斉藤明子,森本哲司,萩野谷和裕:感染経路が明
らかとなったA型瀞系産生乳児ポツリヌス症のH列
第110回日本小児科学会学術集会,京都,2007.4
坂本修,大浦敏博,松原洋一,高柳正樹,士屋滋:日本人メチールマロン酸血
症患者におけるMUT遺伝子変異およびはプロタイプ解析
第Ⅱ0回日木小児科学会学術集会,京都,2007.4
笹原洋二,久間木悟,士屋滋,小泉善嗣: spontaneousreversion を伴う白血
球接着不全症1型症例の病態解析
第110回日本小児科学会学術集会,京都,2007.4
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森尾友宏,辻陽・郎,
H本における市症複合免
稙松貢,菅原典子,坂本修,熊谷伸J念,森本哲司,士屋滋,大浦敏博:タン
デムマスで発見された3ーメチルクロトニルCOAカルボキシラーゼ欠損症の遺伝
子解析
第H01回Π本小児科学会学オ而集会,京都,2007.4
菅野湘子,呉繁夫,鎌田文顕,山本克哉,後藤和英,高橋孝雄,萩野谷和裕,土
屋滋,吉木洋子,松原洋・ー:ピリドキシン依存性けいれんALDH7A1変異解析
で見いだされた造伝的背景の異質性
第110回日本小児科学会学術集会,京都,2007.4
矢剖弁仔正,永
本邦における
伊藤経夫,樂岸正好,高橋博之,鈴木明,工藤善純,成田香魚子,佐藤裕子,
浦淳子,井上八重子,太田正孝,士屋滋:腕帯血の調整保存および品質管理の実
際と問題点
第郭回日本輸血・細胞治療学会総会,名古屋,2007.5
朝1 際 善 範 , 三 浦 淳 孑 , 伊 藤 経 夫 , 成 田 香 魚 子 , 佐 膝 裕 子 , 鈴 木 明 , 高 橋 博 之 , 樂
岸 正 好 , 士 屋 滋 : 長 期 徠 結 保 存 末 梢 血 造 血 幹 細 胞 の 品 質 に 関 す る 検 討
第 郭 回 Π 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 総 会 , 名 古 屋 , 2 0 0 7 . 5
崇 岸 西 子 , 古 賀 酉 一 郎 , 阿 部 朋 子 , 崇 岸 正 好 , 山 本 雅 之 : サ イ ク リ ン / c d K 依 存
性 り ン 酸 化 を 介 し た G A T A 2 の 細 胞 周 期 特 異 的 発 現 と 血 液 細 胞 生 存 の 制 御
第 6 9 回 日 本 血 液 学 会 合 同 総 会 , 横 浜 , 2 0 0 7 . 1 0
W a t a n a b e  Y ,  T a k a h a s h i  T , 1 S h i i  N , 1 t o h  M ,  T s u c h i y a  s ,  s u g a m u T a  K
t e r i z a t i o n  o f  h u m a n  ] y m p h o c y t e s  i n  h u m a n i z e d  N O G  m i c e .  m i c e
第 3 7 回 日 本 免 疫 学 会 総 会 , 束 京 , 2 0 0 7 . Ⅱ
M i n e g i s h i  Y ,  s a i t o  M ,  T s u c h i y a  s ,  Y s u g e  l ,  T a k a d a  H ,  H a r a  T ,  K a w a m u r a  N ,
A r i g a  T ,  K a r a s u y a m a  H . :  M o l e c u l a r  o r i g i n  o f  m u l t i s y s t e m  h y p e r l g E  s y n d r o m e
第 3 7 回 日 木 免 疫 学 会 総 会 . 東 京 , 2 0 0 7 . 1 1
新 妻 秀 剛 , 堀 野 智 史 , 渡 辺 祐 子 , 鈴 木 力 生 , 小 沼 正 栄 , 星 能 元 ,
洋 二 , 吉 成 み や こ , 久 間 木 悟 ・ , 窒 岸 正 好 , 小 川 栄 作 , 士 屋 滋
移 植 後 に 抗 酸 球 性 膿 抱 性 毛 匙 炎 を 介 併 し た 再 生 不 良 性 貧 血 の 一 例
第 四 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 0 7 . 1 2
菅 甥 , 湘 子 , 吉 成 み や こ , 豊 田 将 夫 , 斉 藤 明 子 , 新 妻 秀 剛 , 小 沼 圧 栄 , 石 井 加 奈 子 ,
星 能 元 , 力 石 健 , 藤 井 邦 裕 , 笹 原 洋 二 , 佐 藤 篤 , 藤 原 幾 磨 , 小 川 英 他 1 8 名
宮 城 県 に お け る 造 血 斡 細 胞 移 植 後 患 者 の 内 分 泌 学 的 晩 期 障 害 の 検 討
第 四 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 0 7 . 1 2
鈴 木 力 生 , 波 辺 雇 平 , 力 石 健 , 坂 本 修 , 久 間 木 悟 , 士 屋 滋 , 大 竹 正 俊 , 近
岡 秀 二 : E B ウ ィ ル ス 関 連 血 球 貪 食 症 候 群 治 療 後 二 次 性 白 血 病 に 同 種 移 植 が 奏 功 し
た ・ 一 男 児
第 四 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 0 7 . 1 2
吉 成 み や こ , 菅 望 熨 閏 子 , 新 妻 秀 剛 , 小 沼 正 栄 , 星 能 元 , 力 石 健 , 藤 井 邦 裕 , 笹
原 洋 二 , 佐 藤 篤 , 際 原 幾 磨 , 久 問 木 悟 , 樂 岸 正 好 , 今 泉 益 栄 , 林 富 , 士 屋
滋 : 造 血 幹 細 胞 移 植 後 の 長 期 フ ォ ロ ー の 現 状 と 今 後 の 課 題
第 四 回 日 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 俳 . 1 2
C h a r a c ・
工 藤 理 子 , 猪 野 和 子 , 長 坂 浩 , 吉 成 み や こ , 佐 藤 篤 ,
児 悪 性 腫 癌 が 永 久 歯 歯 芽 形 成 に 及 ぼ す 影 糾 に 関 す る 朋 査
第 4 9 回 " 本 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 0 7 . 1 2
力 石 健 , 笹 原
非 血 縁 者 問 骨 髄
佐 藤 篤 , 藤 井 邦 裕 , 今 泉 益 栄 , 三 井 哲 夫 , 立 花 直 樹 , 大 竹 正 俊 , 遠 藤 幹 也 , 伊 藤
悦 郎 , 崟 岸 正 好 , 士 屋 滋 : 東 北 小 児 白 血 病 研 究 会 に お い て B F M - A L L 9 0 プ ロ ト
コ ー ル で 治 療 を 行 っ た 小 児 急 、 性 り ソ パ 性 白 血 病 症 例 の 検 討
第 四 回 日 木 小 児 血 液 学 会 総 会 , 仙 台 , 2 0 0 7 . 1 2
今 泉 益 栄 , 士 屋 滋 : 小
渡辺祐子,笹原洋二,鈴木力生,堀野智史,新妻秀剛,小沼正栄,星能元,力石
健,吉成みやこ,久問木悟,崇岸正好,伊藤正樹,菊山敦,十屋滋:RIST
による躋帯血移稙を施行したX連鎖重症複合免疫不全症の・'例
第四回日本小児血液学会総会,仙台,2007.12
堀野智史,鈴木力生,渡辺祐f,新妻秀剛,小沼正栄,星能元,力石健,阿部
弘,笹原洋二,吉成みやこ,久間木悟,士屋滋:治療抵抗性の慢性特発性血小
板減少性紫斑病を合併し,雛持療法を中断した急性りンパ性内血病の1例
第四同Π本小児血液学会総会,仙台,2007、12
仁平説子,奥田永,岩石裕子,佐々木知f,吉成みやこ,坂本修,士屋滋
タームナル期の小児がん患者の「遊び』は治療期からどう変化するか
第23回Π本小児がん側究会,仙台,2007.12
四阿和明子,豊田将夫,石尖リ川奈子,管里"幽子,
吉成みやこ,隈部俊宏,今泉益栄,士屋滋
下垂体機能および長期予後の検討
第23回日本小児がん研究会,仙台,2007.12
Shigeru Tsuchiya, Junko Miura,1Suneo lto, Tamie Kitaura, Narumi Fukawa,
Hiroyuki Takahashi, Akira suzuld, Yoshinori Kudo, Ayuko Narita, Yuko sato,
Masakuni suzuki, Yuicjhi wada, Yoichi Takeyama, Takanoriエハフa{anabe,
Masayoshi Minegishi: Quality evaluation ol umbilical cord blood progenitm' ceⅡS
Cry0μ'eserved in automated liquid nitrogen tank for cord blood banking
The xvth annual congress of 壮〕e E轍'opean society ot ceⅡ and gene therapy. Rot・
terdam,20俳.10
浦野慎一,遠際・・・弥,氏家和明,伊際俊広,中村知子,人森智子,山田朱実,伊藤
孝,窒/¥正好,士屋滋:宮城県合価N兪[血療法委員会の設立と活動状況について
第56回H本輸血・紳1胞治療学会総会,福岡,2008.4
鈴木力生,笹原洋二,波辺祐子,加樫予智知,久間木悟,上屋滋: RISTによる
噴帯血移植を施行したX連鎖重症複合免疫不全症の1例
第ⅡⅡ引日本小児科学会学術集会,束京,2008.4
伊藤経夫,宅岸正好,高橋博之,鈴木明,工藤善範,成田香魚子,佐藤裕子,井
上八電子,太田正孝,士屋滋:採取後4部寺1削以内保管された躋帯血の解凍後の品
質評価
第561川日本輸血・細1胞治療学会総会,福岡,2008.4
四
滕原伊磨,小川英伸,久間木悟,
小児則発症脳1匝揚患老・38名における
小林朋子,森本哲司,柳田紀之,菅原伸,斉藤明子,力Ⅲ蜘珊一,萩劉'谷利裕,士
屋滋,新井勝大,清水利明:原発性腸管拡張症による蛋白漏出性胃腸症に対する
ヘパリン療法
第H1回日本小児科学会学術集会,東京,2008.4
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菅 野 澀 f f , 吉 成 み や こ , 笹 原 洋 二 , 佐 藤 篤 , 藤 原 幾 磨 , 小 川 英 伸 , 崟 岸 正 好 , 今
泉 益 栄 , 久 間 木 悟 , 士 屋 滋 : 宮 城 県 に お け る 造 血 幹 細 胞 移 植 後 患 者 の 内 分 泌 学
的 晩 期 障 害
第 Ⅱ 1 回 日 木 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 束 京 , 2 0 0 8 . 4
波 辺 祐 子 , 阿 部 弘 , 新 妻 秀 剛 , 星 能 元 , 力 石 健 , 笹 原 洋 二 , 坂 本 修 , 吉 成
み や こ , 久 間 木 悟 , 士 屋 滋 : 慢 性 活 動 性 E B V 感 染 症 の 4 例
第 1 1 Ⅱ リ 1 H 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 東 京 , 2 0 0 8 . 4
久 間 木 悟 , 崟 岸 i f 好 , 笹 原 洋 二 , 熊 谷 直 憲 , 根 東 義 明 , 谷 内 江 昭 宏 , ・ 1 二 屋 滋
同 種 骨 航 移 市 畄 妾 特 異 な 臨 床 経 過 を た ど っ た 重 症 複 合 免 疫 不 全 症 の 3 例
第 5 0 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 . Ⅱ
笹 原 洋 二 , 波 辺 祐 子 ,  c h e n  L o o i Y e n g , 佐 藤 美 季 , 箱 崎 郁 子 ,
滋 : W A S P 異 常 症 の 多 様 性 と そ の 分 子 病 態 の 解 明 に 向 け て
第 5 0 回 U 本 小 児 血 液 学 会 , ' 躬 長 , 2 0 0 8 . 1 1
斉 藤 由 佳 , 笹 原 洋 二 , 新 妻 秀 剛 , 川 野 W H 吾 , 堀 野 智 史 , 星 能 元 , 樂 岸 正 好 , 久 闇
木 悟 , 士 屋 滋 : 竹 徹 班 Υ 岐 壊 的 前 処 雁 を 用 い た 同 胞 問 造 血 幹 細 胞 移 植 を 行 っ た 局
I g M 症 候 群 の ー イ 列
第 5 0 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 . Ⅱ
川 野 研 悟 ・ , 堀 野 智 史 , 新 妻 秀 剛 , 齊 藤 由 佳 , 力 石 健 , 笹 原 洋 二 , 久 問 木 悟 , 楽 岸
正 好 , 士 屋 滋 : 原 発 巣 と 転 移 巣 で 異 な る 性 質 を 持 つ と 考 え ら れ た 神 経 芽 腫 の 2 例
第 2 4 回 日 木 小 児 が ん 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 . Ⅱ
新 妻 秀 剛 , 力 石 健 , 笹 原 洋 二 , 岸 本 光 司 , 大 平 美 紀 , 中 川 原 章 , 久 闇 木 悟 ,
士 屋 滋 : 2 2 q H . 2 領 域 の  G e r m l i n e  d e ] e t i o n  を べ ー ス に 発 症 し た 乳 児 惡 性 ラ ブ ト
イ ド 唖 揚
第 2 4 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 , 1 1
青 木 山 貴 , 遠 藤 明 史 , 満 生 紀 子 , 小 野 敏 明 , 磯 田 健 志 , 冨 澤 大 輔 , 高 木 正 稔 , 梶 原
道 子 , 長 澤 正 之 , 森 尾 友 宏 , 水 谷 修 紀 , 笹 原 洋 に → 久 問 木 悟 , 士 屋 滋 , 大 石
カ : 免 疫 不 全 症 に 合 併 し た 惡 性 り ン パ 腫 2 例
第 2 4 1 可 日 本 小 児 が ん 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 .  H
久 間 木 悟 , 士 屋
田 渕 健 , 気 賀 沢 寿 人 , 吉 見 礼 美 , 足 立 壮 一 , 磯 山 恵 一 , 井 上 雅 美 , 加 藤 剛 二 , 河
野 嘉 文 , 菊 池 陽 , 小 林 良 二 , 士 屋 滋 , 堀 越 泰 雄 , 矢 部 普 正 , 渡 辺 新 , 加 藤 俊
小 児 造 血 幹 細 胞 移 柏 登 録 東 業 に お け る 移 柏 成 織 の 解 析
第 5 0 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 幕 張 , 2 0 0 8 .  H
S a s a h a r a  Y ,  R a m e s h  N ,  T s u c h i y a  s ,  G e h a  R . :  w l p  i s  a  c h a p e r o n e  h o  w i s k o t t -
A l d r i c h  s y n d T o m e  p r o t e i n
T h e  5 0 t h  a n n u a l  m e e t i n g ,  A m e r i c a n  s o c i e t y  o f  H e m a t 0 1 0 g y 、  s a n  F r a n c i s c o
2 0 0 8 . 1 2
星能元,笹原洋二,力石健,斉藤由香,新妻秀剛,小沼正栄,久闇木悟,士
屋滋:派生染色体不均衡転座der(1;フ)(qlo;PI0)を持つ 6歳MDS女児に躋帯血
移植した1例
第Ⅱ2回日本小児科学会学術集会,奈良,2009.4
LooicY, sasahara Y,訊7atanabe Y, Kumakis, Tsuchiya s
Constitutively active forms of X八IASP
第112回日本小児科学会学術集会,奈良,2009.4
川野研吾,北沢博,新妻秀剛,斉藤由香,坂本修,笹原洋二,士屋
ABCA3遺伝子の変異を認めた特発性間質性肺炎の兄弟例
第Ⅱ2回日木小児科学会学術集会,奈良,2009.4
関修,高橋博之,工藤善範,成田香魚子,伊藤経夫,佐藤裕子,阿部真知子,
石岡夏子,宅岸正好,士屋滋:高度救命救急センターにおける超緊急、輸血の実施
とその問題点
第57回日本輸血・細胞療法学会,川越,2009.5
田渕健,熱田由子,足立壮一,磯山恵一,井上雅美,加藤剛二,川野嘉文,菊池
陽,小林良二,士屋滋,堀越泰雄,矢部普正,渡辺新,加藤俊・ー:小児造血幹
細胞移植データベースにおけるドナーの選択のエビデンス抽出は可能か?
第51回日本小児血液学会,浦安,2009.Ⅱ
小沼正栄,入江正寛,渡辺R卜F,新妻秀剛,力石健,笹原洋二,士屋滋:アデ
ノウイルスによる出血性勝胱炎から尿管拡張と水腎症をき九したPh十急性りンパ
性皮血病の一例
第51回日本小児血液学会,浦安,2009.Ⅱ
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Functional analysis of
新妻秀剛,堀野智史,斉藤山佳,渡辺庸平,小沼正栄,力石健,里見進,笹原
洋二,士屋滋:先天性胆道俳珍貞症に対する生体肝移市斬爰にEBウイルス関連りン
パ増殖性疾患を発症した2例
第51回日本小児血液学会,浦安,2009.Ⅱ
堀野智史,笹原洋二,新妻秀剛,佐藤篤,森谷邦彦,渡辺祐子,斉藤由佳,佐藤
美季,渡辺庸平,小沼正栄,力石健,虻川大樹,蒲池吉朗,金兼弘和,久問木
悟,今泉益栄,士屋滋:骨髄非破壊的前処置による骨航移柚を施行したIPEX
症候群の1例
第51回日本小児血液学会,浦安,2009.Ⅱ
滋
渡辺庸平,鈴木信,力石鍵,笹原洋二,士屋
色体陽性の急性りンパ性白血病の1例
第51回日本小児血液学会,浦安,20四.Ⅱ
滋:ダプルフィラデルフィア染
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渡 辺 祐 子 , 鈴 木 信 , 阿 部 裕 , 荒 訓 寸 那 津 子 , 川 對 , 研 吾 , 圓 谷 鯉 恵 , 川 合 英 一 郎 ,
豊 田 将 夫 , 斉 藤 由 佳 , 渡 辺 庸 平 , 斉 藤 明 子 , 新 妻 秀 剛 , 小 沼 正 栄 , 星 能 元 , 阿 部
弘 , 力 石 健 , 坂 本 修 , 笹 原 洋 二 , 筌 岸 正 好 , 久 問 木 悟 , 士 屋 滋 : 骨 散 移 植
を 行 っ た 慢 性 活 動 性 E B V 感 染 症 の 4 例
第 5 1 回 日 本 小 児 血 液 学 会 , 浦 安 , 2 0 0 9 . Ⅱ
風 問 理 郎 , 佐 藤 智 行 , 和 田 基 , 佐 々 木 英 之 , 安 藤
村 潤 , 林 富 , 笹 原 洋 二 , 士 屋 滋 , 仁 尾 正 紀
た ウ ィ ル ム ス 腫 癌 の 4 例
第 2 5 回 日 本 小 児 が ん 学 会 , 浦 安 , 2 0 四 . 1 1
力 石 健 , 笹 原 洋 _ ニ , 星 能 元 , 森 尾 友 宏 , 士 屋 滋 : 悪 性 り ン パ 腫 を 合 併 し 九
W i s k o t t - A l d r i c h 症 候 群 患 者 に 対 す る 骨 徹 , 1 q 岐 壊 的 前 処 置 に よ る 骨 舳 移 植 の 経 験
第 3 2 回 日 本 造 血 細 胞 移 植 学 会 総 会 , 浜 松 , 2 0 1 0 . 2
福 與 直 美 , 高 橋 利 幸 , 舶 松 貢 , 萩 野 谷 和 裕 , 士 足
ブ ク ア ポ リ ン 4 抗 休 陽 性 患 者 の 臨 床 像
第 1 1 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
小 林 朋 子 , 青 木 洋 子 , 新 堀 哲 也 , 鳴 海 洋 子 , 小 松 崎 匠 子 , 上 屋 滋 , 呉 繁 夫 , 松
原 洋 ・ ー :  N o o n a n 症 候 群 類 縁 疾 患 に お け る R A F 1 遺 伝 子 解 析 と そ の 発 症 メ カ ニ ズ ム
の 解 析
第 H 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
亮 , 岡 村 敦 , 中 村 恵 美 , ' ・ 1 ・ ,
初 発 時 に 両 側 腎 に 病 変 を 認 め
菊 池 敦 生 , 呉 繁 夫 , 坂 本 修 , 大 浦 敏 博 , 士 屋
速 な 遺 伝 子 診 断 法 の 硫 立
第 1 1 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
笹 原 洋 二 , 堀 野 智 史 , 斉 藤 由 佳 , 小 沼 正 栄 , 新 妻 秀 剛 , 力 石 健 , 佐 藤 篤 , 今 泉
益 栄 , 久 間 木 悟 , 士 屋 滋 : 骨 舳 破 壊 的 前 処 置 に て 造 血 幹 細 胞 移 植 を 施 行 し た 原
発 性 免 疫 不 全 症 6 症 例 の 検 討
第 Ⅱ 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
滋 , 藤 原 ・ 一 男 : 小 児 期 発 症 抗
渡 辺 祐 子 , 笹 原 洋 二 , 新 妻 秀 剛 , 小 沼 正 栄 , 星 能 元 , 力 石 健 , 久 間 木 悟 , 和
田 泰 三 , 谷 内 江 昭 宏 , 士 屋 滋 : 同 胞 闇 骨 髄 移 植 後 , ド ナ ー 細 胞 に 新 規 に 感 染 し た
慢 性 活 動 性 E B V 感 染 症 の H 列
第 Ⅱ 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 架 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
松 橋 徹 郎 , 新 妻 秀 剛 , 堀 野 智 史 , 沼 田 由 里 佳 , 斉 藤 明 子 , 力 石 健 , 植 松 貢 , 坂
本 修 , 笹 原 洋 二 , 士 屋 滋 : 骨 葡 非 破 壊 的 前 処 置 に て 鵬 帯 血 移 植 を 行 っ た 副 腎 白
質 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 1 例
第 Ⅱ 3 回 日 本 小 児 科 学 会 学 術 集 会 , 盛 岡 , 2 0 1 0 . 4
滋 : シ ト リ ソ 欠 損 症 の 簡 便 ・ 迅
川介英・一郎,柿崎周平,大野忠行,波辺肝i平,小沼正栄,熊谷直憲,士屋
徹移植後の免疫抑制療法中に冠箪縮性狭心症を発症したH列
第113回Π本小児科学会学術集会,盛岡,2010.4
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